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 畑野地区の石造物解説
 
 光明こうみょう
真言供養塔
 
 
光明真言とは、真言密教で唱える呪文の一つで、 「オンアボキャ
ベイロシャノウマカボダラマニハンドマジンバラハラバリタヤオン」を唱えることで、一切の
罪業ざいごう
が消滅し、極楽浄土に行けると
考え、その 数が多ければ多いほど願いがかなうと考えられた。その思いが、百万遍供養塔とか、中には一億を越える数の供養塔も見られる。
 
  
憲盛法印供養塔
 
 
憲盛法印とは、遍照坊住職、智専のことである。佐渡史に残る
明和の一揆に関係した者の中で 処刑された者は智専ただ一人であった。 当時は
非業ひごう
の死のたたりを恐れ、 供養が足りぬと凶作や、
天災をまぬがれないと思われていたの 佐渡島内の農民によって供養塔が競うように建てられた。ウンカ類 メイ虫類が 照坊虫などと云われ、虫除け供養 して後世残った。
 
 
 
日本廻国供養塔
 
 
大乗妙典とは大乗経の主要な経典である法華経のことで、この
法華経を書写したものを一部ずつ六十六ヵ国の霊場に収めるため国々を廻った。この廻国 行者を六十 部とか六部と呼ばれた。
 
 
「後山山伏、畑道心」 云う言葉が残っているが、この山伏や
道心と云われる人が、進んで 順礼に出かけており、そ ために畑野地区には廻国供養塔が多い。
 
 
享保十六年（一七三一）に 方村、小田忠三郎 、廻国順礼に
出た道中記が残っている。それによれば秩父霊場 廻り、西国霊場を廻って帰国している。廻国塔はその証しとして建てられたもの。西町阿弥陀堂入口には多く見られる。
 
 
庚申塔
 
庚申信仰は僧侶や修験者の普及と庶民の願いや集いの楽しみに
よって盛んになる。これに対し 神道の立場から選ば た主尊猿田彦大神や
天穂日あまのほひの
尊みこと
であった。 猿田彦大神は神話の天孫降臨の
際、天孫を先導した。今では御輿行列の先導役や旅の守護神として路傍に祭られる。 天穂日尊は天照大神の子で出雲
国造くにのみやつこ
の祖と
される神であるが、どちらも諏訪の庚申塚 まつられている。
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帝釈天たいしゃくてん
 
 
インド古来の聖典に出る神インドラで、阿修羅（アフラ）と争
う荒々しい神であったが、 仏教に取り入れられると、 世界の中心、須弥しゅみ
山せん
頂に住み、諸天の主として四天王とともにこの世を守る守
護神となった。
 
密教では、十二天の一として東方を守護する。その姿は白象に
乗り
金剛こんごう
杵しょ
という武器を持っている。庚申信仰と結びつくのは、
帝釈天の十太子と四天王・侍者が三斎日に下界に下り、人々の孝不孝、善悪、
邪正じゃせい
を探って帝釈天に報告し、それによって延寿短
命を決めるというのが庚申の
三尸さんし
の話と結びついたと云われてい
る。
 
  
青面しょうめん
金剛こんごう
 
 
江戸時代、 庚申塔の本尊とされた。 髪を逆立て、 怖い顔をして、
手に人間と剣を持ち、足で邪鬼をふみつけ 二童 を伴い三猿二鶏等が仕える。
 
庚申信仰の本尊とするのは、青面金剛の主尊が帝釈天と云われ
ることや、
伝尸でんし
病（労咳＝肺結核）の治癒を祈る仏であったこと
から、伝尸と庚申伝説の三尸の混用から庚申の本尊に当てられたとも云われる。
 
 
青面金剛像に配される三匹の猿は、悪いことは「見ざる、聞か
ざる、言わざる」という庚申会の教えともなっている。
 
 
鶏（酉）は、猿（申）の翌日を持つ意を表すとも云われる。
 
 
道祖神
 
村境や辻にあって悪霊や疫病の侵入を防ぐさえの神であり、ま
た、通行人を守るふなどの神でもあ 。除災招福 安全農作、子孫繁栄と様々の
御利益ごりやく
祈願ゆえに路傍にあって庚申信仰とも習合
することになる。地区内で文字塔が三基あり、玉林寺門前には新旧ニ体がある。そのうちの一体は中小路より移されたもの『町史波多』であ と云われ また、寺田の堂より西の村はず に題目塔に並記された道祖神がある。
 
 馬頭観音
 
頭に の冠をつけ、怒りの表情をした観音である。三面を持
ち、六本の手に斧や剣などの武器を持つ姿はよく見られ 。
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昔は、交通手段や農耕に馬が活躍した。その馬の怪我や病気を
防ぎ、あるいは、治癒を祈ることや、死んだ馬の霊を供養するばかりでなく、変身した仏の内な 大非心に交通安全と健康、その他の御利益を祈願した。文字塔も多いが、その所在は、村や地域の生業や旧道を伝えている
 
 足尾山
 
茨城県の足尾山頂に足尾山大権現の社がある。祭神は国常立
命・
面足おもたらしの
命みこと
・
惶根かしこみねの
命みこと
の三柱という。醍醐天皇が足を痛めた
とき、社の神に祈願したところ全快したので「日本最初足尾神社」の額を賜ったと伝えられる。 （羽茂堂と信仰）
 
畑野地区では三宮の足尾山、小倉の足尾神社と表された石塔が
建てられているが 他に宮川では観音堂に合祀されている。路傍の石塔に花や菓子、飲み物などの供物を見るとき健脚 祈る心が伝わってくる。
 
 秋葉山塔
 
静岡の秋葉山神社は、火祭りで有名 あるが、火伏せの神とし
て広く信仰されている。
 
本来、村に大火があると組内などを単位として秋葉の神（全国
的には愛宕神社も）を祭って、火難除けの
祈祷きとう
をする。講中は月
に一度、秋葉大権現の石塔の前で神祭りを行った。石灯篭が備えられ、灯明が上げられた。 （石塔と灯籠が同時とすれば、宮川の石塔建立時は石灯籠の天保六年と同じと推定される。 ）
 
 三界万霊塔
 
寺や堂の入り口等に見られる石塔である。三界とは仏教で欲
界・色界・無色界という観念上の世界であり、また過去・現在・未来の三世を表している。外に三千世界とか、三界に家なしの用語があるように、あらゆる世界の事として、そこに る一切の精霊しょうりょう
を供養することを意味する石塔である。
 
 地蔵菩薩像
 
 
地蔵には、六地蔵・子育地蔵・延命地蔵・道しるべ地蔵などが
あり、変わったものには境界神 勝軍地蔵などがある。民間信仰では最たるもので、治病の仏として、その霊力のはたす役割は大きい。
 
一般には、右手に
錫杖しゃくじょう
、左手に宝珠を持っているが、中には
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宝珠の替わりに、蓮の花を持っていたり、何も持たないものもある。
 
小祠の中に首の欠けた石地蔵を多く見るが、身代わりとして願
いが成就した時に首を欠く習慣があったと云われている。
 
 題目塔
 
 
南無妙法蓮華経の七字を刻った日蓮宗の 塔をいう。
 
 
日蓮の説くところによれば「妙法蓮華経は教主
釈迦しゃか
牟尼むに
仏の立
てるところで、日蓮宗は法華経、無量義経、観普賢経の三部に依るが正依は唯一法華経である」とのことから七字の題目を唱え、心を本尊に帰投せしむる方法を唱題 した
 
 
唱題は五字の経題に南無の二字を加え、南無妙法蓮華経の七文
字を口唱すれば教義を理解出来なく
ても唱題すれば、自然に本尊
の影を生じ、ついに成仏する とが出来るとの信仰を表す。
 
 
日蓮宗布教の跡に多いが、信者の居ない仙道集落 妙法蓮華経
の大五輪塔がある。また、何代の十間塚墓地の奥には の声も途絶えたかの題目塔がある。
 
  
 
二十二夜待塔・二十三夜待塔
 
 
二十 夜待ち講、二十三夜待ち講を記念して建てた塔で、二十
二夜待ち講は、 「二夜待ち」とも云われ、半月の夜に如意輪観音の掛け軸をお堂にかけ、念仏を唱え、願をかけた女性の講で、後世には、女性の持つ悩みを話す場となった。
 
 
また、二十三夜待ち講は、 「三夜待ち」とも云われ、勢至菩薩の
掛け軸をかけて真言 唱えた男の講である。
 
  
金比羅こんぴら
神
 
 
香川の金刀比羅宮の祭神は 大物主命と崇徳天皇であるが、古
くは金比羅を祭っていた。
 
 
この神は、仏教の
宮毘羅くぴら
（金毘羅）大将と呼ばれる薬師十二神
将の一つである。
鰐わに
、または竜を神格化したもので、仏法の守護
神である。また、海の神として、船頭や水主の豊漁と海上安全の祈願所としてだけ なく、財宝の御利益を求めて参詣者が多かった。
 
 
信仰の跡も、多田・松ヶ崎の海岸部だけではなく、寺田宮・畑
野墓地・小倉松ケ中道と石塔が点在するほか、堂内での講中真言
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集に 「オンヒラヒラ
 
コンピラコン
 
テイソワカ」 がある。 （宮川）
 
  
竜田神社
 
 
奈良の生駒町にある宮で、
天
御柱
あまのみはしらの
命みこと
・
国
御柱
くにのみはしらの
命みこと
をまつる。
五穀豊饒を司り、朝廷の信仰が篤く、また、古くから風神として知られ、風を静めるに
霊験れいげん
があるとされたので、農民や航海業者
の崇拝を受けた。
 
 
崇神すじん
天皇の御代凶年が続き百姓が困窮したので、ト占の結果建
てられた宮で、その後、竜田で風神祭が行われるようになったと伝えられる。
 
 
宮川のつぶて堂前の道端に竜田風大神の石塔が建てられてある。
二百十日が近づくと風よけの祈祷が行われ、堂内では「オン
 
バ
アビイソワカ」と風真言が唱えられる。
 
 
朝廷の崇める神と風天（仏教の十二天の一つ）の真言に往時の
信仰が伺われる。
  
  
釘念仏塔
 
 
前浜地区に限られると云われ、畑野地区では、丸山と浜河内に
ある。
 
 
『新潟県史資料編』によれば「現在、釘念仏は僅かに葬儀の念
仏にその名をとどめる」とあるように、今は講中による月次行事が行われる所はない。
 
 
『羽茂の民間信仰』によれば、 「釘念仏というのは、日光の寂光
院の札を受け、南無阿弥陀仏を四十九万遍唱える念仏のことである。
 
 
伝えでは文明（一四六九～一四八七）ころのこと、覚源上人が
地獄で四十九本 釘 打たれるのを見て、蘇生した。その時に手にしていたという四十九の穴のあいた札と同じものを作って、念仏の後でこれを納めると悪行が消えると信じられた
 
 
釘念仏の風習が今も残っているのは、全国的にみても四国の土
佐と佐渡の南岸地域くらいだという」とある。
 
  
念仏車
 
 
栗野江の久保の堂横に穴を穿った真言供養塔がある。こ 穴は
回転するようにつけられた車輪のあとである。即ち、輪 欠いた「念仏車」である。念仏車という は霊 を通 人がこ 車 回して仏を供養したのである。仏教では教えを説くことを
転てん
法輪ぽうりん
と
いうが、念仏車は仏の教えを表したものである。
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餓死者供養塔
 
 
宝暦三年より宝暦六年（一七五三～一七五六）にかけ、佐渡は
冷害に見まわれた。小倉・猿八村では餓死者まで出るという事態になった。
 
 
『佐渡年代記』によれば、 「宝暦六年の部に、小倉・猿八村は三
百七拾人余の事故があり」となっている。したがって、小倉・猿八の地区に餓死者の供養塔が建っているのも当然の事といえる。
 
  
弘法大師像
 
 
大師とは、朝廷から高僧の没後に贈られた号であるが、普通に
大師と言えば弘法大師のことである。その像容は、堂内に多い坐像では右手に
五鈷ごこ
という仏具を持ち、左手に数珠を持っている。
屋外の立像は右手に錫杖を持ち、左手に数珠か鉢を持っている背には
笈おい
と
筵むしろ
、胸に札挟みを下げた旅姿で修行大師と呼ぶ。
 
  
義民供養塔
 
 
畑野地区には憲盛法印供養塔の他に義民供養塔が二基あり、浜
河内の観音堂にあるものは寛延三年（一七五〇）の一揆に関係し
た辰巳村太郎右ェ門を始めとした重刑を受けた人達の供養塔であり、宮川つぶて堂近くにあるものは天保の一揆に関係し獄門の刑を受けた上山田 の善兵衛の供養塔である。
 
  
古代文字碑
 
 
小倉峠（通称くびと）の辻に不可解な文字塔が地蔵小祠に並ん
で建っている。文字の形から朝鮮文字で遠 都 思っての句であると説明した人があって京城碑と言われたことがある。最近では近くに大日堂跡があ ことから江戸後期神代文字流行の頃、
大日おおひるめ
貴むちの
命みこと
の表示であろうとの見方もある。 『町史』
 
  
鳥居
 
 
鳥居は神社の象徴であり、神社の領域の始まりを示している。
一見同じような鳥居だが神社により
多少異なり変形されている。
 
 
神社の象徴である鳥居の起源の一つは仏教、インドのストゥー
パ（卒塔婆）を囲む石門だといわれ 。
 
  
石灯籠
 
 
本来、神仏に灯明を献ずるためのものだったが、のちに、照明
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用や庭園の観賞用に作られるようになった。
 
 
献燈、御神燈、御燈明、常夜燈、奉両燈、奉献両燈などの刻字
も見られる。その起源も仏教で、仏前の灯明台として中国で生まれた のであ
 
  
手洗鉢
 
 
神や仏に参拝する前に、身を清めるため口をすすぎ、手を洗う
ための水槽で、形は様々である。正面に菊花紋、十六目紋、奉納などの刻印なども見ら る。松前神社の手洗鉢には春日神社の印「鹿」が彫られている。
 
  
狛犬
 
 
鳥居の周辺か神殿の前に、 口を開く
阿形あぎょう
と閉ざす
吽形うんぎょう
一対で並
ぶのが基本で、神社の入り口を守っている。
 
 
狛犬には仏像 ような
儀軌ぎき
による定まりがないことから、石工
の自由な発想 見られる。
  
  
万人講
 
 
現在、玉林寺の境内にたっているが、畑野中町の安寿塚と並ん
で三つの塚があった。そのうち真言塚と言われたものが、玉林寺境内に移された。碑文に万人講衆とある。町史信仰篇では、牛馬を飼う人達の講との説を紹介している。覚阿弥の銘と合わせて真宗の万人救済思想によるものと推察される。
 
  
不動明王像
 
 
不動明王は大日如来の身代りとされ、 右手には宝剣、 左手には
羂けん
索さく
を持つ。そして、目をつり上げ、牙を出し、忿怒
ふんど
の表情をして
いる。山伏修験者が、不動明王を信仰し、山に登り滝 うたれて修行をしたので滝の周囲には不動明王の石仏が安置されていることが多い。ま 、一つの特徴として、火焔の
光背こうはい
を背負っている
ことから、製鉄がされた跡などにも 像が見られる。
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